
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月
が つ

８
よ う

日
か

 (木
も く

)は、『平和
へ いわ

を考
かんが

える献立
こんだて

』です。 

かぼちゃは、育
そだ

てやすく、家
いえ

の庭
にわ

や学校
がっこう

の運動場
うんどうじょう

で

栽培
さいばい

されていました。 

 そのかぼちゃを少
すこ

しの米
こめ

と一緒
いっしょ

に炊
た

いて、粥
かゆ

の量
りょう

を

増
ふ

やしたり、砂糖
さ と う

が不足
ふ そ く

していたので、かぼちゃの甘
あま

み

を利用
り よ う

して料理
りょうり

をしていました。 

戦争
せんそう

中
ちゅう

に食
た

べられていた食事
しょくじ

をもとに考
かんが

えた給 食
きゅうしょく

の献立
こんだて

です。 

当時
と う じ

は、食材
しょくざい

が不足
ふ そ く

していたので、人々
ひとびと

は、満足
まんぞく

な食事
しょくじ

をすることができませんでした。 

そのため、栄養
えいよう

失調
しっちょう

で亡
な

くなる人
ひと

や、病気
びょうき

になる人
ひと

などが増
ふ

えました。 

食事
しょくじ

は、人々
ひとびと

が生
い

きていくために欠
か

かすことができない大切
たいせつ

なものです。 

給 食
きゅうしょく

ではおいしく味付
あ じ つ

けしていますが、当時
と う じ

は調味料
ちょうみりょう

も不足
ふ そ く

していたので、もっと味
あじ

が薄
うす

く、具
ぐ

も少
すく

ないものでした。それでも、お腹
なか

をすかせた人
ひと

たちは、食
た

べられるものがあるだけ

で、とても「ありがたい」と感
かん

じていました。 

戦争
せんそう

の後半
こうはん

になると、食 料
しょくりょう

不足
ぶ そ く

はいっそう深刻
しんこく

になり、配給
はいきゅう

される食材
しょくざい

も手
て

に入
はい

りにく

くなりました。人
ひと

々
びと

は荒地
あ れ ち

や空
あ

き地
ち

をたがやして、畑
はたけ

をつくり、さつまいもやかぼちゃ、と

うもろこしなどを植
う

えました。小学校
しょうがっこう

の運動場
うんどうじょう

も畑
はたけ

になっていたそうです。 

 

 

麦
むぎ

ごはん・かぼちゃの煮物
に も の

 

すいとん・牛 乳
ぎゅうにゅう

 

戦争中
せんそうちゅう

は、主食
しゅしょく

の米
こめ

が不足
ふ そ く

し、小麦
こ む ぎ

をかわりに使
つか

っていまし

た。しかし、小麦
こ む ぎ

も十分
じゅうぶん

になく、水
みず

でゆるく溶
と

いた小
こ

麦
むぎ

粉
こ

を湯
ゆ

に

直
ちょく

接
せつ

落
お

とし込
こ

んで、団子
だ ん ご

のようにして、汁
しる

に入
い

れて食
た

べていま

した。昆布
こ ん ぶ

・煮干
に ぼ

し・鰹節
かつおぶし

などもないため、だしをとることがで

きません。みそ・しょうゆ・塩
しお

も十分
じゅうぶん

にないので、お湯に少しだ

け味
あじ

のついた汁だったそうです。塩味
しおあじ

を補
おぎな

うため、海水
かいすい

で煮
に

る

などの調理
ちょうり

も行
おこな

われました。ほとんどの場合
ば あ い

、汁
しる

に野菜
や さ い

や肉
にく

な

どの具
ぐ

が入
はい

ることはありませんでした。 

 

少
すく

ない配
はい

給
きゅう

の食
た

べ物
もの

で、大勢
おおぜい

の家族
か ぞ く

のお腹
なか

を満
み

た

さなければならないので、少
すく

ない米
こめ

に押
お

し麦
むぎ

、大根
だいこん

や

大豆
だ い ず

、とうもろこしなどを混
ま

ぜて炊
た

いていました。 

 

麦
む ぎ

ごはん 
 

 

すいとん 

 

 

かぼちゃの煮物
に も の

 
 

 

すいとんの作
つく

り方
かた

  

世界
せ か い

では、今
いま

でも戦争
せんそう

で家
いえ

や家族
か ぞ く

をなくし、食
た

べ物
もの

がなくて、飢
う

えに苦
くる

しむ人
ひと

がたくさんいます。

紛争
ふんそう

やテロなどの暴力
ぼうりょく

で命
いのち

をうばわれたり、家族
か ぞ く

を失
うしな

うなどのつらく悲
かな

しい思
おも

いをしている人
ひと

も

います。ＳＤＧｓ
エスディージーズ

では、私
わたし

たち一人
ひ と り

ひとりが安心
あんしん

して暮
く

らせるように、「空腹
くうふく

に苦
くる

しむ人
ひと

をなくし、

将来
しょうらい

にわたって食 料
しょくりょう

を生産
せいさん

し続
つづ

けられる地球
ちきゅう

環境
かんきょう

をつくること」「すべての人
ひと

が法
ほう

や制度
せ い ど

で守
まも

ら

れ、安心
あんしん

して暮
く

らせる平和
へ い わ

な社会
しゃかい

をつくること」を 2030年
ねん

までの目標
もくひょう

にしています。 

日本
に ほ ん

のように、毎日
まいにち

いろいろな食
た

べ物
もの

を食
た

べられることは、世界
せ か い

から見
み

て当
あ

たり前
まえ

のことではあ

りません。食事
しょくじ

をするときに、食
た

べ物
もの

や平和
へ い わ

であることの大切
たいせつ

さを考
かんが

えてみましょう。 

 

 ※ＳＤＧｓ
エスディージーズ

…世界
せ か い

が抱
かか

える問題
もんだい

を解決
かいけつ

して、より良
よ

い将来
しょうらい

をつくるための「世界
せ か い

の約束
やくそく

事
ごと

」 

小麦粉
こむぎこ

と水
みず

を 

まぜあわせます。 

ほどよいかたさに 

なるまで練
ね

ります。 

スプーンを使
つか

ってひとつずつ 

汁
しる

の中
なか

に落
お

としていきます。 

ＳＤＧｓ
エスディージーズ

（持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

）※ 

【 ２．飢餓
き が

をゼロに 】 

【 １６．平和
へ い わ

と公正
こうせい

をすべての人
ひと

に 】 

 


